
歳出
〈性質別〉
347億円

（H23  346億円）

歳出
〈目的別〉
347億円

（H23  346億円）

歳入
347億円

（H23  346億円）

人件費
64億2,429万円
（18.5%）

普通建設事業費
38億7.339万円
（11.2%）

扶助費
43億1,089万円
（12.4%）

物件費
61億9,078万円

（17.8%）

補助費等
47億866万円
（13.8%）

操出金
42億2,314万円

（12.2%）

公債費
43億560万円
（12.4%）

民生費
100億745万円
（28.8%）

総務費
60億734万円
（17.3%）公債費

43億560万円
（12.4%）

衛生費
39億7,828万円
（11.5%）

教育費
33億1,526万円
（9.5%）

土木費
23億8,703万円

（6.9%）

消防費
18億4,042万円（5.3%）

農林水産業費
  17億9,207万円（5.2%）

労働費  2億7,167万円（0.8%）
議会費  2億9,827万円（0.9%）

災害復旧費・予備費  1億円（0.3%）

商工費  3億9,661万円（1.1%）

市税
135億1,817万円
（39.0%）

地方交付税
70億5,000万円

（20.3%）

市債
41億9,610万円

（12.1%）

国庫支出金・交通
安全対策特別交付金

27億9,309万円（8.0%）

繰入金  9億9,487万円（2.9%）
諸収入  8億8,316万円（2.5%）

財産収入・寄附金  9,327万円（0.3%）

県税交付金  13億9,500万円（4.0%）

県支出金
21億1,854万円（6.1%）

地方譲与税  4億2,000万円（1.2%） 繰越金  1億5,000万円（0.4%）

投資及び出資金
  1億2,454万円（0.4%）

貸付金  8,400万円（0.2%）
予備費  1億円（0.3%）

積立金  2,260万円（0.1%）
維持補修費

3億3,211万円（0.9%）

地方特例交付金  6,300万円（0.2%）

分担金・負担金、使用料・手数料
10億2,480万円（3.0%）

自主財源　48%

その他の経費
45.5%

投資的経費
11.2%

義務的経費
43.3%

依存財源　52%

市
民
と
共
に
生
み
出
す

「
ふ
る
さ
と
進
化
予
算
」

　平成24年度の予算が市議会定例会で可決されました。
　市民サービスをより充実させ、生涯を通じた人づくりや安全・安心な暮らしを
めざして、総合計画に掲げる将来像「人　自然　輝きつづける　あい甲賀」を、ス
ピード感をもって実行することを基本方針として予算を編成しました。
　その概要や重点的に行う事業などをお知らせします。

平成24年度当初予算
■一般会計	 347億円
　（対前年度　＋1億円	 ＋0.3％）
■特別会計	 194億11万円
　（対前年度　△1億5,610万円	　△0.8％）
■企業会計	 	57億7,606万円
　（対前年度　△9億5,593万円	　△19.8％）

※�内訳について単位未満を四捨五入しているため合計が
合わないことがあります。

自主財源…	市が自主的に収入するこ
とができるもの

依存財源…	国や県の意志決定に基づ
き収入されるもの

義務的経費…�市の歳出のうち、その
支出が任意に削減で
きない経費

投資的経費…	道路・橋・公園・学校の
建設等社会資本の整
備に要する経費

平成24年度
甲賀市
予算

●
総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
た

　
重
点
的・戦
略
的
な
財
源
配
分

　
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像「
人　
自
然　
輝
き
つ
づ
け
る

あ
い
甲
賀
」の
実
現
の
た
め
、市
民
ニ
ー
ズ
や
経
済
情
勢
等
を

踏
ま
え
、生
涯
を
通
じ
た
人
づ
く
り
や
安
全・
安
心
な
暮
ら
し

を
目
指
し
て
５
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
施
策
を
重
点
施
策
と

し
て
位
置
付
け
、重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

●
東
日
本
大
震
災
後
の
環
境
変
化
へ
の
対
応�

　
想
定
を
は
る
か
に
超
え
た
災
害
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
安
全

性
に
対
す
る
考
え
方
に
大
き
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
を
踏
ま
え
、本
市
の
災
害
対
策
を
根
底
か
ら
見
直
す
と

い
う
認
識
の
も
と
、将
来
を
見
据
え
た
防
災・
減
災
対
策
を
早

急
に
確
立
し
ま
す
。

●
財
政
健
全
化
に
む
け
た
着
実
な
取
り
組
み�

　
持
続
可
能
で
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
に
む
け
た「
第
２

次
甲
賀
市
行
政
改
革
大
綱
」の
改
革
の
視
点
に
基
づ
く
行
財
政

改
革
を
着
実
に
実
行
し
ま
す
。

　
「
税・料
金
等
収
納
向
上
対
策
強
化
三
箇
年
計
画・チ
ャ
レ
ン

ジ
25
プ
ラ
ン
」に
基
づ
く
市
税
や
各
種
料
金
の
滞
納
解
消
策
の

実
行
と
未
利
用
地
の
売
却・有
効
活
用
な
ど
に
よ
り
財
源
を
確

保
し
ま
す
。

　

将
来
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、基
礎
的
財
政
収
支

（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
※
１
）の
黒
字
化
を
継
続
し
ま
す
。

◦�

将
来
世
代
へ
負
担
を
先
送
り
せ
ず
、財
政
の
中
長
期
的
な
持

続
可
能
性
を
保
つ
た
め
市
債
の
新
規
発
行
を
抑
制
し
ま
す
。

　
　
市
債
の
元
利
償
還　
　
43
億
２
８
０
万
円

　
　
市
債
の
新
規
発
行
額　
41
億
９
，６
１
０
万
円

　
　
（
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
※
２　
15
億
２
，０
０
０
万
円
）

◦
市
債
残
高
の
推
移

　
　
平
成
18
年
度
末　
約
４
３
９
億
円

　
　
→
平
成
24
年
度
末　
約
３
６
９
億
円（
約
70
億
円
の
減
）

●
合
併
特
例
期
間
を
見
据
え
た
計
画
的
な
取
り
組
み		

　
「
合
併
特
例
債
」の
発
行
が
可
能
で
あ
り
、「
地
方
交
付
税
の

合
併
算
定
替
」が
適
用
さ
れ
る
合
併
特
例
期
間
の
終
了
後
も
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
む
け
て
、そ
の
期
限
を
見
据
え
、計
画

的
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
そ
の
他
の
取
り
組
み

「
協
働
事
業
」の
推
進

　
市
民
協
働
事
業
提
案
制
度
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
事
業
に

つ
い
て
は
、従
来
の
枠
配
分
予
算
と
は
区
別
し
て
優
先
的
に
予

算
化
し
て
推
進
し
ま
す
。

「
ゼ
ロ
予
算
事
業
」の
推
進　
　

　
特
別
な
予
算
措
置
を
す
る
こ
と
な
く
、職
員
一
人
ひ
と
り
の

積
極
的
な
創
意
工
夫
の
も
と
で
、技
術・
知
識
、資
産
、情
報
の

最
大
限
の
活
用
や
市
民
と
の
協
働・
連
携
に
よ
り
、行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

「
環
境
配
慮
枠
」の
設
定
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
　

　
節
電
対
策
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
昨
年
度
に
引

き
続
き「
環
境
配
慮
枠
」を
設
定
し
推
進
し
ま
す
。

予　　算　　額
24年度 23年度 前年度比較

特
別
会
計

国民健康保険 83億6,800万円 81億5,400万円 ＋2億1,400万円
後期高齢者医療 16億2,300万円 15億��100万円 ＋1億2,200万円
介護保険 51億6,100万円 47億1,600万円 ＋4億4,500万円
公共下水道事業 30億5,500万円 33億3,200万円 △2億7,700万円
農業集落排水事業 8億8,200万円 7億3,300万円 ＋1億4,900万円
土地取得事業 353万円 379万円 △26万円
野洲川基幹水利施設管理事業 2,042万円 2,120万円 △78万円
鉄道経営安定対策基金 2,077万円 2,095万円 △18万円
鉄道施設整備基金 740万円 1,407万円 △667万円
国民健康保険診療所 0 4億8,430万円 皆減
浄化槽管理事業 2億5,900万円 1億8,300万円 ＋7,600万円
介護老人保健施設事業 0 3億9,290万円 皆減

小　　　計 194億����11万円 195億5,621万円 △1億5,610万円

企
業
会
計

病院事業 9億3,057万円 9億3,605万円 △548万円
水道事業 42億9,265万円 38億8,408万円 ＋4億��857万円
診療所事業 2億2,129万円 0 皆増
介護老人保健施設事業 3億3,155万円 0 皆増

小　　　計 57億7,606万円 48億2,013万円 ＋9億5,593万円
合　　　　計 598億7,618万円 589億7,634万円 ＋8億9,984万円

※企業会計の予算額は、「収益的支出」と「資本的支出」の合算です。� �

特別会計・公営企業会計 特定の事業を行うための会計

平
成
24
年
度 

甲
賀
市
予
算
編
成
方
針

※
１　
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

　
市
債
以
外
の
歳
入
で
、市
債
の
元
利
償
還
金
を
除
い
た
歳

出
を
ま
か
な
え
る
か
ど
う
か
を
示
す
基
礎
的
財
政
収
支
の

こ
と
で
、こ
れ
が
プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
財
政
の
中
長
期
的
な
持

続
可
能
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２　
臨
時
財
政
対
策
債

　
本
来
、地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す

が
、地
方
交
付
税
の
財
源
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
地
方

が
国
に
代
わ
っ
て
借
金
し
て
い
る
も
の
で
す
。
後
年
度
の

元
利
償
還
金
は
全
額
地
方
交
付
税
で
カ
バ
ー
さ
れ
ま
す
。

①
大
震
災
を
教
訓
に
、未
来
へ
贈
る

　
　
　
　
　
　
　
安
心
と
夢
あ
る
暮
ら
し

②
す
べ
て
の
世
代
、み
ん
な
で
育
む
き
ず
な
と
元
気

③
心
を
つ
な
ぎ
、み
ん
な
で
高
め
る
地
域
愛

④
甲
賀
発
、匠
の
技
と
大
地
の
恵
み

⑤
歴
史
と
自
然
で
お
も
て
な
し
、

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
で
磨
く
甲
賀
の
宝

５
つ
の
重
点
テ
ー
マ 
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